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研究成果の概要（和文）：本研究は、人形浄瑠璃における伝承という問題について、さまざまなアプローチによ
り明らかにすることを目的とする。代表者および分担者は、単独であるいは連携して、調査および研究活動をお
こなった。調査のうち主なものは、人形浄瑠璃の実演家や実務経験者に対する聞き取り調査や、文楽座をはじめ
とする人形浄瑠璃上演の実態調査である。また実験に基づく定量的研究もおこなった。これらの調査および研究
は、学術論文や学会発表、著書として発表された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to clarify the issue of transmission in ningyo 
joruri (puppet theater) through a variety of approaches. The principal investigator and his/her 
co-principal investigator conducted surveys and research activities on their own and in cooperation 
with others. Major surveys included interviews with performers of ningyo joruri and those with 
practical experience, as well as surveys of actual performances of ningyo joruri and other venues. 
Quantitative surveys based on experiments were also conducted. These surveys and studies have been 
published as academic papers, conference presentations, and book chapters.

研究分野： 人形浄瑠璃

キーワード： 伝承　浄瑠璃　人形操り　演技　語り　文楽　近代日本　芸能
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果は次の通りである。①聞き取り調査に基づいて学術論文を発表し、人形浄瑠璃における伝承や上演
の一端を明らかにした。②新聞記事などの資料を調査して学術論文を発表し、近代における人形浄瑠璃の上演の
一端を明らかにした。③近代における他ジャンルの芸能の上演実態を調査し、その一端を明らかにした。④実験
に基づく定量的研究をおこない、文楽人形の演技における浄瑠璃の効果を明らかにした。以上のことにより、人
形浄瑠璃のあり方を考える上で重要な知見が社会に共有された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 これまでの研究において、人形浄瑠璃における伝承という問題は、演者の芸談を中心に考察が

進められてきた。しかし芸談は研究資料としては限界があり、新たなアプローチが必要である。

一方、人形浄瑠璃が実際に上演される際の、演目選定や配役などのプロセスについてはあまり関

心が向けられてこなかった。 

 そこで本研究では、実演者または実務経験者に対する聞き取り調査を行い、そこから伝承ある

いは実演がどのようになされているかを明らかにする。彼らの言葉のうちに伝承のあり方を見

いだす探索的な方法である。調査・研究は、他のジャンルの研究者とも連携して行う。それらの

成果を世に問うことで、人形浄瑠璃研究に新たな視座をもたらして一般社会や学界に貢献する

とともに、人形浄瑠璃研究に対する社会的な要求に応じようとするものである。 
 
２．研究の目的 
 従来、人形浄瑠璃における伝承については演者の芸談が重視されてきた。明治・大正期の名人

の芸談を集めた『浄瑠璃素人講釈』（杉山其日庵著、1926）は現在でも有用とされている（2004

年に内山美樹子・桜井弘編で文庫化）。芸能史研究会の 2014 年度大会は「芸論・芸談研究の最前

線」がテーマであった（テーマ企画では、分担者の後藤が発表者を、代表者の細田がコメンテー

ターを務めた）。代表者の細田も、芸談の分析に基づく論文「義太夫節浄瑠璃における口伝と観

客/聴客―語りの構造と『前受け（客受け）』」（2016）を著した。 

 しかし芸談は本来、学術的な研究の目的でなされるものではない。そのため必要な情報が欠落

している場合や、発言の真意が正しく理解できない場合があるなど、研究資料としては限界があ

る。芸談を補う、あるいは芸談に代わる方法による研究が求められているといえる。 

 さらに伝承は、実際の上演とも密接に関係する。実演を行うプロセス、つまり演目の選定や配

役決めなどは、伝承を踏まえてそれを現代の中で実際の舞台として実現させる試みである。いわ

ば実演は、伝承を現代に定位させる試みなのである。しかしこのような実演にまつわる問題は、

従来の研究ではほとんど関心を払われてこなかった。 

 そこで本研究では、人形浄瑠璃において何がどのように伝承されているのか、実際の上演はど

のようになされているのかという問題を明らかにするために、独自の聞き取り調査を実施した

上で考察を行う。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、人形浄瑠璃において何がどのように伝承されているのか、そして実際の上演はど

のようなプロセスを経ているのかを明らかにし、人形浄瑠璃に対する理解を深めることを目的

とする。そのために、（Ⅰ）文楽座技芸員に対する聞き取り調査を行う、（Ⅱ）文楽公演における

演目や配役決定などの実務を担う制作経験者に対する聞き取り調査を行う、（Ⅲ）文楽と地方人

形座および他ジャンルの芸能との比較研究を行うことで、浄瑠璃に特有の問題を明確にする、と

いう方法をとる。 

 また伝承や実演に関して、文楽と地方の人形座、あるいは他ジャンルの芸能を比較研究する。

従来の研究には見られなかった方法であり、ここに学術的独自性がある。さまざまな研究者が分

野を越えて議論することにより、人形浄瑠璃の伝承や実演についての新たな像を創造すること

を目標とする。 
 
４．研究成果 



 本研究では、次のような成果をあげることができた。 

（１）人形浄瑠璃の上演の実態 

 人形浄瑠璃の実演者および実務経験者を対象として聞き取り調査をおこなった。それらの結

果にもとづいて学術論文をまとめ、雑誌上で発表した。 

（２）近代における人形浄瑠璃の実態 

 近代日本においては、さまざまな形式の人形浄瑠璃が上演されている。それらについて、当時

の新聞記事などの資料にもとづいて学術論文をまとめ、発表した。 

（３）他ジャンルの芸能との比較 

 人形浄瑠璃と共通点を持つ他ジャンルの芸能について、特に近代における上演の実態を中心

に調査を進め、学術論文としてまとめた。その結果によって、人形浄瑠璃の上演の特質が浮き彫

りになった。 

（４）実験に基づく定量的研究 

 現在の文楽において、人形の演技がどのようになされているのかを明らかにするため、定量的

な研究をおこなった。研究に際しては文楽座技芸員に対する実験をおこなった。人形の演技にお

ける浄瑠璃の効果が明らかにするもので、その結果は学会において発表した。 
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